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●  主な内容  ●●  主な内容  ●

５５ １１月月 日日

市民憲章　わたしたちは　きまりを守り　なごやかな家庭をつくり　大田原を住みよいまちにしましょう市民憲章　わたしたちは　きまりを守り　なごやかな家庭をつくり　大田原を住みよいまちにしましょう

通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分

総　合　…………………………………… ２～ 11
　東日本大震災の対応、学校給食費無料化の見直し
　国保税税率引き上げ、市民意識調査結果  ほか
お知らせ　………………………………… 12～18
図書館・統計　………………………………… 19
芭蕉の館・彫刻周遊　………………………… 20
ハーモニーホール　…………………………… 21
市役所配置図　………………………………… 22

総　合　…………………………………… ２～ 11
　東日本大震災の対応、学校給食費無料化の見直し
　国保税税率引き上げ、市民意識調査結果  ほか
お知らせ　………………………………… 12～18
図書館・統計　………………………………… 19
芭蕉の館・彫刻周遊　………………………… 20
ハーモニーホール　…………………………… 21
市役所配置図　………………………………… 22

４月14日（木）、那須神社敷地内の桜（南金丸）４月14日（木）、那須神社敷地内の桜（南金丸）

★ 災害義援金をかたる詐欺に注意★ 災害義援金をかたる詐欺に注意

東日本大震災に関して、公共機関と紛らわしい名称や
団体等を名乗って「災害義援金」等を名目にお金を振
り込ませようとしたり、家庭を訪問して募金を求める事
案が発生しています。
義援金を求められても、すぐにお金を振り込んだり、渡
したりすることはせず、不審に思ったら警察に通報して
ください。

総務課総務防災係 　　 （２３）１１１１

東日本大震災に関して、公共機関と紛らわしい名称や
団体等を名乗って「災害義援金」等を名目にお金を振
り込ませようとしたり、家庭を訪問して募金を求める事
案が発生しています。
義援金を求められても、すぐにお金を振り込んだり、渡
したりすることはせず、不審に思ったら警察に通報して
ください。

総務課総務防災係 　　 （２３）１１１１
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【 支援制度一覧（その１）】
　内　　容　

地震により住宅に被害を受けた方に、見舞金
が支給されます。
・全壊（５割以上の損壊）　５万円
・半壊以上（２割以上５割未満の損壊）   ３万円
・一部損壊（２割未満の損壊）　１万円

１世帯原則 10 万円以内
（世帯員が４人以上のときは 20 万円以内）
※保証人は必要なし

生活保護住宅扶助基準額を上限として、家賃
額を貸主に直接支払います。（原則６カ月）
（収入によっては一部支給となります）
　例　大田原市単身：月額 32,200 円上限

住む場所、世帯人数、収入などにより生活保
護費が決定されます。
（活用できる資産は活用していただくことに
なります。）
農漁業経営に必要な運転資金を融資します。
（施設整備・機械購入等には対象外）
・貸付限度額　500 万円
・貸付期間　　３年以内
・貸付金利　　無利子
給付額は、離職の日の直前６カ月間に支払わ
れた賃金の合計額を 180 日で割った額のお
よそ4.5 割から８割となります。
（年齢ごとに給付額の下限と上限を定めてい
ます。）
給付日数は、被保険者であった期間（算定基
礎期間）・年齢・離職理由により決定されま
す。

　
　
　
　

生
活
一
般

　必要な書類など　
・り災証明書
   （半壊以上の場合に必
   要、写しでも可）
・写真等
・身分証明書
・預・貯金通帳
※写真は、住宅全体の写
　真と住宅の被害を受け
　た部分の写真が必要
担当課に相談してください

担当課に相談してください

担当課に相談してください

担当課に相談してください

・休業票または離職票
・身分証明書
・印鑑

　対象者　
市内に住民登録さ
れている方
　
　
　
　
　
　
　
今回の震災で被災
された方
（他県から避難され
た方は、災害救助法
適用地域に住んでい
た方）
平成 19 年 10 月１日
以降離職（震災によ
り離職された場合も
含む）し、住居を喪
失しまたは喪失する
おそれがあり、就労
意欲がある方で、一
定の収入要件など
に該当している方
生活に困窮した方
（世帯）で、収入が国
で定める最低生活
基準を下回る方
農漁業生産物が出
荷停止や風評被害
などにより損失を受
けた農漁業者

雇用保険に６カ月
以上加入しているな
どの要件を満たす
被保険者で、震災に
より直接被害を受け
た事業所が休止・
廃止したために休
業または一時的な
離職をした方

種類または
名称

災害見舞金

緊急小口資金
（特例貸付）

住宅手当

生活保護

が ん ばろう
”とちぎの農
業”緊急支援
資金

雇用保険

担当課・
連作先

福祉課社会福祉係
　　(23)8707
 

社会福祉協議会
　　(23)1130

福祉課生活福祉係
　　(23)8637

福祉課生活福祉係
　　(23)8637

農政課農産園芸係
　　(23)8292

ハローワーク大
田原
大田原公共職業
安定所
　　(22)2268

　３月11日に発生した東日本大震災で被災された多くの方々に、謹んでお見舞いを申し上げます。
　この震災では、市内でも多くの家屋が半壊・損壊するなどの被害が発生しました。
　市などでは、被災された市民の皆さまの生活・産業基盤の回復に向けてさまざまな支援制度を実施してい
ますのでお知らせします。制度の内容などについては、各担当課へお問い合わせください。

東日本大震災で被災された方への支援制度東日本大震災で被災された方への支援制度

（４月 20 日現在）

　後日郵送します。
 ・ 被害状況が基準に満たない場合、証明書が発行できない
　場合がありますので、ご了承ください。
 ・ 複数枚必要な場合は、お申し出ください。
 ・ り災証明書の申請・問い合わせ先は、税務課税制係（南別
　館２階、　　（２３）８７８５）です。

● り災証明書
 ・ 各種支援制度をご利用になる場合は、担当課にご相談し
　てから、り災証明を申請してください。
 ・ り災証明の申請には、「被害状況が分かる写真」が必要と
　なりますので、お持ちください。
 ・ り災証明書の発行には時間がかかる場合もありますので、
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【 支援制度一覧（その２）】
　内　　容　

地震により住宅に著しい被害を受けた世帯
に対し、生活を再建するために支援金が給付
されます。

３カ月間は家賃無料、敷金なしで最大で１年
間入居可能。
（ただし、３カ月経過後は、最低家賃を徴収す
  る。）
※部屋の空き状況については申請の際にお
　問い合わせください。
地方税法および大田原市税条例などにより、
実態に応じて減免します。

４月指針および５月指針において、前回数量
を上回った水道使用者は前回指針数量を、下
回った場合は下回った数量を使用水量としま
す。
また、前回指針がないもの（新規開栓者）につ
いては、基本水量を使用水量とします。
受益者負担金の徴収を、１年以内を限度とし
て猶予します。

被災前と被災後の階層に係る保育料の額の
差額を減免します。また、１年以内の期間に
限って徴収を猶予します。

自己負担額（１割）を減額または免除します。

自己負担額（１割）の支払いを５月末まで猶
予または免除します。

前年の合計所得金額２区分、損害の程度２
区分により減免します。

　　　
　

住
宅
関
係

減
免
な
ど

　必要な書類など　
担当課に相談してください
　

・申請書誓約書
　（建築住宅課窓口備え
　付け）
・り災証明書
　（写しでも可）
・印鑑
・市税減免申請書
・り災証明書

担当課に相談してください

・徴収猶予申請書
　（下水道課備え付け）
・り災証明書
　（写しでも可）

・保育料減免・猶予申請
   書

担当課に相談してください

担当課に相談してください

・介護保険料減免申請書
・り災証明書
　（写しでも可）

　対象者　
住宅が全壊、大規模
半壊または半壊以
上で家を解体せざる
を得ない方
居住していた住宅が
使用不能となった方

所有する家屋または
土地に著しい被害
（半壊以上）を受け
た方
　
　
　
　

公共下水道の受益
者負担金を納める
方の中で、震災・風
水害・その他の災
害を受けた方
扶養義務者の所有
に係る住宅または家
財に受けた損害金
額が、その住宅また
は 家 財 の 価 格 の
100 分の 30 以上で
ある方
本人または生計主
が住宅に著しい損
害（半壊以上）を受
けた方
・災害救助法適用地
  域（大田原市は該
  当）に住所を有す
  る方
・本人または生計主
  が住宅に著しい損
  害（半壊以上）を受
  けた方
（県外からの避難者
  にも適用）
第１号被保険者ま
たはその属する世
帯の主たる生計維
持者の所有に係る
住宅に受けた損害
金額（保険金等によ
り補てんされるべき
金額を控除した額）
がその住宅の価格
の 20％以上の方

種類または
名称

被災者生活再
建支援制度

市営住宅の提
供

固定資産税の
減免

水道料金の軽
減措置

公共下水道受
益者負担金の
徴収猶予

保育料の減免

介護サービス
利用者負担額
減額または免
除
介護サービス
利用料の支払
い猶予または
免除

介護保険料の
災害に係る減
免

担当課・
連絡先

総務課総務防災係
　　(23)1111

建築住宅課住宅係
　　(23)8724

税務課資産税係
　　(23)8726

水道課管理係
　　(23)8713
 

下水道課管理係
　　(23)8712

こども課保育係
　　(23)8769

高齢いきがい課
介護管理係
　　(23)8678

高齢いきがい課
介護管理係
　　(23)8678

国保年金課賦課係
　　(23)8792
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【 支援制度一覧（その３）】
　内　　容　

前年の合計所得金額３区分、損害の程度２
区分により減免します。

被災された人の平成 23 年５月診療分までの
医療費の支払いが猶予または免除されます。
被保険者証なしでも受診できます。

前年の合計所得金額３区分、損害の程度２
区分により減免します。
（栃木県後期高齢者医療広域連合長が減免
を決定します。）

納付できないと認められる金額を限度とし１
年以内の期限に限ってその徴収を猶予しま
す。

納付できないと認められる金額を限度とし６
カ月以内の期限に限ってその徴収を猶予しま
す。
（栃木県後期高齢者医療広域連合長が徴収
猶予を決定します。）

指定された業種に属し、売上高の減少等につ
いて、大田原市長の認定を受けた中小企業
が対象です。
保証限度無担保８千万円、最大２億８千万
円
一般保証と別枠。災害関係保証と同枠。融資
額の全額を保証します。
東北地方太平洋沖地震により被災した県制
度融資利用企業の返済負担の軽減を図るた
め、融資期間を延長します。

　　　
　

減
免
な
ど

企
業
支
援

種類または
名称

国民健康保険
税の災害に係
る減免

国民健康保険
または後期高
齢者医療制度
加入者の医療
費の猶予また
は免除
後期高齢者医
療保険料の災
害に係る減免

介護保険料の
災害に係る徴
収猶予

後期高齢者医
療保険料の災
害に係る徴収
猶予

中小企業向け
資金繰り支援
策（セーフテ
ィネット保証）
（5号）

県制度融資の
融資期間延長

　必要な書類など　
・国民健康保険税減免申
  請書
・り災証明書
　（写しでも可）

氏名、生年月日、加入して
いる医療保険、連絡先な
どを医療機関に申し出て
受診できます。

・後期高齢者医療保険料
  減免申請書
・り災証明書
　（書類は広域連合長に
　申達）

・介護保険料徴収猶予申
  請書
・り災証明書
　（写しでも可）

・後期高齢者医療保険料
   徴収猶予申請書
・り災証明書
　（書類は広域連合長に
　申達）

・認定申請書等

・り災証明書または営業
  状況調書等

　対象者　
納税義務者および
その世帯に属する
被保険者の所有に
係る住宅または家
財に受けた損害金
額（保険金等により
補てんされるべき金
額を控除した額）が
その住宅または家
財の価格の 30％以
上であり、前年中の
合 計 所 得 金 額 が
600 万円以下の世
帯
住宅に被害（全半
壊）を受けたまたは
主たる生計維持者
が重篤な傷病を負
われた方

被保険者またはそ
の属する世帯の世
帯主の前年中の合
計所得金額が 1,000
万円以下であり、住
宅、家財等の財産が
受けた損害金額（保
険金等により補てん
されるべき金額を控
除した額）が前年中
の合計所得金額の
30％以上の方
第１号被保険者ま
たはその属する世
帯の主たる生計維
持者の所有に係る
住宅、家財等の財産
について著しい損害
を受けた方
被保険者またはそ
の属する世帯の世
帯主の所有に係る
住宅、家財等の財産
について著しい損害
を受け、生活が著し
く困難となった方

担当課・
連絡先

国保年金課賦課係
　　(23)8792

国保年金課国保医
療係
　　(23)8857

国保年金課賦課係
　　(23)8792

収納対策課徴収
対策係
　　(23)8639

収納対策課徴収
対策係
　　(23)8639

商工観光課商業振
興係
　　(23)8709

商工観光課商業振
興係
　　(23)8709
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自
然
災
害
に
よ
り
家
屋
が
破
損
し
た
場

合
、
そ
の
程
度
を
認
定
基
準
に
基
づ
き
判

定
し
、「
全
壊
」、「
大
規
模
半
壊
」、「
半
壊
」、

「
一
部
損
壊
」の
い
ず
れ
か
の
認
定
結
果
を

市
が
証
明
す
る
も
の
で
す
。

　

被
害
の
程
度
に
応
じ
て
各
種
支
援
制
度

な
ど
を
ご
利
用
に
な
る
際
に
は
、
多
く
の

場
合
、
こ
の
証
明
書
の
提
出
を
求
め
ら
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
で
は
証
明
の
発
行

を
行
う
た
め
、
被
害
認
定
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

申
請
に
は
「
被
害
状
況
が
分
か
る
写
真
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
な
お
、
り
災
証
明
書
の
発
行
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
の
で
、
申
請
を
受
け
て

そ
の
場
で
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。
後
日

郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
被
害
状
況
が
基
準
に
満
た
な
い

場
合
、
証
明
書
が
発
行
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限

　

５
月
31
日（
火
）　

午
後
５
時
15
分
ま
で

※
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
か
か
わ
る

　

り
災
証
明
の
場
合

　
「
自
然
災
害
に
よ
り
家
財
な
ど
に
被
害

が
あ
っ
た
こ
と
を
市
に
申
し
出
た
こ
と
」

を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

　

家
財
道
具
や
電
化
製
品
な
ど
の
保
険
金

の
請
求
で
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

4
月
11
日
、
紫
塚
浄
水
場
な
ど
市
内
5

カ
所
の
地
下
水
の
蛇
口
水
を
調
査
し
ま
し

た
が
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
お
よ
び
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
と
も
検
出
限
界
以
下
で
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
採
取
場
所

　

紫
塚
浄
水
場
、
狭
原
浄
水
場
、
北
野
上

　

浄
水
場
、
片
田
浄
水
場
、
桧
沢
浄
水
場

●
水
源
、
採
取
種
類　

地
下
水
、
蛇
口
水

●
測
定
結
果

　

放
射
性
ヨ
ウ
素
１
３
１
、
放
射
性
セ
シ
ウ

　

ム
１
３
４
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
１
３
７

　

は
す
べ
て
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
検
出
下
限
値
は
、
ヨ
ウ
素
１
３

　

１
は
11
ベ
ク
レ
ル
／
kg
未
満
、
セ
シ
ウ

　

ム
１
３
４
は
９
ベ
ク
レ
ル
／
kg
未
満
、

　

セ
シ
ウ
ム
１
３
７
は
７
ベ
ク
レ
ル
／
kg

　

未
満
で
す
。

※
暫
定
基
準
値

・
放
射
性
ヨ
ウ
素
１
３
１

　

３
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
kg
（
乳
児
１
０
０

　

／
kg 

）

・
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
・
１
３
７

　

２
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
kg

■
問
い
合
わ
せ

　

水
道
課
管
理
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
３

　
　
　

 http://w
w
w
.city.ohtaw

ara.

　
　
　

 tochigi.jp

　

栃
木
県
内（
那
須
管
内
含
む
）の
水
田
土

壌
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
調
査
結
果
が
出

ま
し
た
。

　

栃
木
県
が
行
っ
た
調
査
で
は
、
す
べ
て

の
土
壌
サ
ン
プ
ル
に
お
い
て
土
壌
中
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
上
限
値
の
５
０
０
０

ベ
ク
レ
ル
／
kg
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

水
稲
生
産
者
の
皆
さ
ま
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
安
心
し
て
田
植
え
作
業
を
進
め
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
那
須
農
業
振
興
事
務
所

　
　
　
（
2
3
）2
1
5
1

　

市
農
政
課
農
産
園
芸
係

　
　
　
（
２
３
）８
２
９
２

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
実
施
を
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
学
校
給
食
費
の
無
料
化
は
、

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
学
校

施
設
な
ど
が
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

見
直
し
を
行
い
、
児
童
・
生
徒
一
人
月
額

２
０
０
０
円
の
補
助
と
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
給
食
費
助
成
の
減
額
分
は
被
害

を
受
け
た
小
・
中
学
校
の
復
旧
に
充
て
ま

す
。

　

保
護
者
の
方
に
は
、
児
童
（
小
学
生
）

一
人
月
額
２
１
０
０
円
、
生
徒（
中
学
生
）

一
人
月
額
２
８
０
０
円
の
給
食
費
を
ご
負

担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
何

と
ぞ
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
大
田
原
市
立
学
校
以
外
の
小
中

学
校
に
通
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

で
学
校
給
食
費
を
負
担
し
て
い
る
方
に
も
、

児
童
・
生
徒
一
人
月
額
２
０
０
０
円
を
上

限
と
し
て
補
助
し
ま
す
の
で
、
市
か
ら
送

付
さ
れ
る
補
助
金
交
付
申
請
書
に
必
要
な

書
類
を
添
え
て
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課
総
務
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
１

り
災
証
明
・
被
災
申
出
証
明

り
災
証
明

被
災
申
出
証
明

  名　称

り災証明
　
　
　
　
　
　
被災申出
証明

　申請できる方

・り災された本人
・同居の親族
・使用者
　
　
　
　
・被災された本人

申請先・問い合わせ

税務課税制係
（南別館２階）
　　　(23)8785
　
　
　
　
総務課総務防災係
（総合文化会館1階）
　　　(23)1111

※ り災証明については、原則として復旧後の証明はできません。

　　  申請に必要なもの

・り災証明願 （窓口備え付け）
・被害状況が分かる写真
　（屋根瓦のずれ、柱・床・天
　   井のゆがみ、外壁・内壁・
　   基礎のひび割れなど）
・身分証明書 （運転免許証等）
・印鑑
・印鑑

学
校
給
食
費
無
料
化
の
見
直
し

水
田
土
壌
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

調
査
結
果

水
道
水
の
水
中
放
射
性
物
質
濃
度

測
定
結
果
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平
成
17
年
10
月
１
日
の
市
町
村
合
併
以

降
、
大
田
原
市
の
国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
等
は
、
平
成
20
年
４
月
に
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
伴
う

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分
の
創
設
、
平
成

21
年
度
か
ら
課
税
方
式
を
４
方
式
(所
得

割
＋
資
産
割
＋
均
等
割
＋
平
等
割
)か
ら

２
方
式
(所
得
割
＋
資
産
割
)に
改
め
る
な

ど
、
課
税
総
額
を
増
額
す
る
改
定
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
度
、
国
民
健
康
保

険
事
業
費
特
別
会
計
の
収
支
が
ひ
っ
迫
状

態
と
な
り
、
や
む
を
得
ず
平
成
23
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税
率
お
よ
び
課
税
限
度
額

を
引
き
上
げ
ま
す
。

■
医
療
費
は
年
々
伸
び
て
い
ま
す

　
　

大
田
原
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
費

　

特
別
会
計
に
あ
っ
て
は
、
高
齢
化
の
進

　

展
に
よ
り
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
年

　

々
伸
び
て
い
る
な
か
、
平
成
22
年
度
に

　

は
診
療
報
酬
が
プ
ラ
ス
改
定
さ
れ
て
医

　

療
費
が
急
激
に
伸
び
て
い
ま
す
。(平
成

　

22
年
度
11
月
診
療
分
ま
で
の
実
績
で
は
、

　

対
前
年
比
７
・
８
％
の
伸
び
２
億
５
千

　

万
円
の
増
加
)

　
　

平
成
23
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
医
療

　

の
高
度
化
や
高
齢
者
の
増
加
に
よ
り
医

　

療
費
は
伸
び
続
け
る
も
の
と
見
込
ま
れ

　

ま
す
。(図
１
参
照
)

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
等
改
訂
の
お
知
ら
せ
①

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
等
改
訂
の
お
知
ら
せ
①

平
成
23
年
度
か
ら
税
率
お
よ
び
限
度
額
が

引
き
上
げ
に
な
り
ま
す

図１ （単位円）

（単位円）図２

200, 000

150, 000

100, 000

50, 000

6,800,000,000

6,300,000,000

5,800,000,000

5,300,000,000

4,800,000,000

6,048,967,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 見込み H23 見込み

300, 000

250, 000

6,169,946,340

5,760,920,9525,785,481,389
5,668,027,403

5,440,531,478
5,266,443,990

257,543252,746
240,088239,297

228,375
213,799205,769

１人当たりの医療費
１人当たりの医療費の推移

市の医療費総額

所得の推移
１世帯当たりの所得 １人当たりの所得

H17 H18 H19 H20 H21 H22 見込み H23 見込み

582,255
575,524

590,444

665,699

646,273

601,124

576,621

1,350,000

1,300,000

1,250,000

1,200,000

1,150,000

1,100,000

1,050,000

1,000,000

680,000

660,000

640,000

620,000

600,000

580,000

540,000

520,000

560,000
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■
調
定
額
(国
保
税
収
)は
減
少

　
　

一
方
、
国
民
健
康
保
険
は
社
会
保
険

　

等
と
比
べ
て
高
齢
者
や
低
所
得
者
が
多

　

い
な
か
、
経
済
の
低
迷
に
よ
り
所
得
の

　

落
ち
込
み
が
顕
著
で
あ
っ
た
た
め
(図

　

２
参
照
)、
平
成
22
年
度
の
国
民
健
康

　

保
険
税
の
税
収
は
当
初
予
算
額
を
１
億

　

４
千
万
円
も
大
き
く
下
回
っ
て
し
ま
い

　

ま
し
た
。

　
　

そ
の
た
め
、
医
療
費
の
急
激
な
伸
び

　

と
相
ま
っ
て
税
収
不
足
が
生
じ
る
見
込

　

み
と
な
り
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
調

　

整
基
金
の
取
り
崩
し
と
併
せ
て
税
率
お

　

よ
び
課
税
限
度
額
の
引
上
げ
が
必
要
と

　

な
り
ま
し
た
。

■
税
率
改
定
が
必
要
で
す

　
　

国
民
健
康
保
険
の
財
政
は
、
医
療
費

　

か
ら
国
・
県
等
の
補
助
金
を
差
し
引
い

　

た
残
り
を
国
民
健
康
保
険
税
で
賄
っ
て

　

い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
医
療
負
担
の
比
較
的
少
な
い

　

協
会
け
ん
ぽ
や
健
康
保
険
組
合
、
共
済

　

組
合
の
被
保
険
者
の
保
険
料
の
一
部
を

　

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
高
齢
者
(前
期

　

高
齢
者
)の
占
め
る
割
合
が
多
い
国
民

　

健
康
保
険
に
対
し
て
交
付
す
る
仕
組
み

　

(前
期
高
齢
者
交
付
金
)と
な
っ
て
お
り
、

　

こ
れ
ら
社
会
保
険
等
の
加
入
者
の
方
か

　

ら
の
支
援
も
受
け
て
い
ま
す
。

　
　

医
療
費
が
伸
び
れ
ば
、
国
・
県
等
の

　

補
助
金
も
増
え
ま
す
が
、
同
時
に
国
民

　

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
被
保
険
者

　

一
人
ひ
と
り
の
負
担
(国
民
健
康
保
険

　

税
)も
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
今
回
の
税
率
改
定
に
当
た
っ

　

て
は
、
急
激
な
負
担
増
を
抑
え
る
た
め
、

　

国
民
健
康
保
険
の
財
政
調
整
基
金
を
取

　

り
崩
し
ま
す
。

　
　

大
田
原
市
の
国
民
健
康
保
険
の
財
政

　

を
支
え
る
の
は
、
国
・
県
・
市
の
負
担

　

と
前
期
高
齢
者
負
担
金
、
そ
し
て
国
民

　

健
康
保
険
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
の
国

　

民
健
康
保
険
税
で
す
。

　
　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
の
収
支
が
赤

　

字
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
一
般

　

会
計
か
ら
赤
字
分
を
繰
入
れ
(法
定
外

　

繰
入
れ
)補
て
ん
す
る
こ
と
は
、
国
民

　

健
康
保
険
の
加
入
者
が
最
大
限
の
努
力

　

を
し
て
も
運
営
が
困
難
と
な
り
、
社
会

　

保
険
加
入
の
方
々
に
も
福
祉
対
策
と
し

　

て
理
解
を
し
て
い
た
だ
い
た
と
き
に
初

　

め
て
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
　

自
分
た
ち
の
医
療
費
は
自
分
た
ち
が

　

負
担
す
る
こ
と
が
医
療
保
険
制
度
の
基

　

本
で
す
。

　
　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆

　

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

　

願
い
し
ま
す
。

※
｢平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
税

　

率
等
改
定
の
お
知
ら
せ
｣は
、
３
回
シ

　

リ
ー
ズ
で
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

国
保
年
金
課
賦
課
係

　
　
　

(２
３
)８
７
９
２

医療給付費分
（すべての被保険者）

後期高齢者
支援金等分

（すべての被保険者）

介護納付金分
（40歳以上65歳
未満の被保険者）

参考（計）

低所得世帯に対する軽減
世帯の所得に応じ、均等割額の
７割・５割あるいは２割を軽減
します。

所得割額

均等割額

課税限度額

加入者の前年の所得に応じ計算します。

加入者１人当たりの金額です。

加入者の前年の所得に応じ計算します。

加入者１人当たりの金額です。

加入者の前年の所得に応じ計算します。

加入者１人当たりの金額です。

所得割額

均等割額

課税限度額

所得割額

均等割額

課税限度額

所得割額

均等割額

課税限度額

項　　　目 内　　　容
改定前 改定後

比較増減
（平成 22 年） （平成 23年）

６．９％ ８．９％ ２．０％

37,000 円 41,000 円 4,000 円

470,000 円 500,000 円 30,000 円

１．８％ ２．４％ ０．６％

11,000 円 11,000 円 0 円

120,000 円 130,000 円 10,000 円

１．６％ ２．３％ ０．７％

13,000 円 15,000 円 2,000 円

90,000 円 100,000 円 10,000 円

10．３％ 13．６％ ３．３％

61,000 円 67,000 円 6,000 円

680,000 円 730,000 円 50,000 円

均等割額 均等割額

【大田原市国民健康保険税率等】
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市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
大
田
原
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
末
、

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
計
画
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
市

民
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
は
、
市
内
在
住
の
20

歳
以
上
の
男
女
を
対
象
に
、
３
０
０
０
人
を
無
作
為
に
抽

出
し
、
郵
送
方
式
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。
回
収
率
は

59
・
０
％
で
１
７
７
０
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
は
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
政
策
企
画
係

　
　
　

(２
３
)８
７
０
１

市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

（
平
成
22
年
11
月
〜
12
月
実
施
）

市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

（
平
成
22
年
11
月
〜
12
月
実
施
）

４  行政が行う施策について重要度を尋ねました
　  （上位回答項目）
４  行政が行う施策について重要度を尋ねました
　  （上位回答項目）

１ 学校教育の充実

２ 高齢者福祉の充実

３ 健康づくりの推進

４ 介護保険事業の充実

５ 障害者福祉の充実

50 60 70 80 90 100

79.3％

79.3％

74.9％

74.2％

73.8％

74.9％

74.2％

73.8％

（79.3% の方が「重要である」と回答しました）（79.3% の方が「重要である」と回答しました）

２  大田原市への定住意向について尋ねました

◆「ずっと住み続けたい」「どちらかといえば住み　
続けたい」の回答を合わせて『住み続けたい』と感　
じている割合は 77.4% になりました

ずっと住み
続けたい
47.2％

どちらかといえば
住み続けたい
30.2％

どちらとも
いえない
15.9％

どちらかといえば
転出したい
4.7％

早急に転出したい
0.8％ 無回答

1.1％

１ 大田原の住み心地について尋ねました

◆「住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」の
　回答を合わせて『住みやすい』と感じている割合
　は 73.4% になりました。

どちらかといえば
住みやすい
42.3％

住みやすい
31.1％

どちらとも
いえない
17.0％

どちらかといえば
住みにくい
5.8％

住みにくい
2.4％

無回答
1.4％

（％）

５  行政が行う施策について満足度を尋ねました
　  （上位回答項目）
５  行政が行う施策について満足度を尋ねました
　  （上位回答項目）

１  健康づくりの推進

２  上水道の整備

３  学校教育の充実

４  下水道の整備

５  自然環境の保全

0 10 20 30 40 50

36.3％36.3％

33.3％33.3％

30.7％30.7％

28.8％28.8％

26.9％26.9％

（36.3%の方が「満足している」と回答しました
　「不満である」は7.4%、「どちらともいえない」は38.5%でした）
（36.3%の方が「満足している」と回答しました
　「不満である」は7.4%、「どちらともいえない」は38.5%でした）

（％）

３ 大田原市への愛着心について尋ねました

◆「強くもっている」「ある程度もっている」の回答
　を合わせて『愛着をもっている』割合は 71.2% に
　なりました。

ある程度
もっている
53.1％

強く持っている
18.1％

あまりもって
いない
16.6％

わからない
7.2％

全くもっていない
3.7％ 無回答

1.2％
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今
回
の
調
査
の
結
果
で
は
、
7
割
以
上
の
方
々
か
ら

大
田
原
市
は
｢住
み
や
す
い
｣、
｢住
み
続
け
た
い
｣、

｢愛
着
心
が
あ
る
｣と
い
っ
た
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
施
策
に
つ
い
て
は
｢学
校
教
育
の
充
実
｣

や
｢健
康
づ
く
り
の
推
進
｣が
重
要
度
、
満
足
度
と
も
に

上
位
５
項
目
に
含
ま
れ
て
い
る
反
面
、
｢公
共
交
通
の

充
実
｣や
｢商
業
の
振
興
｣が
不
満
度
が
高
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
が

｢住
ん
で
よ
か
っ
た
｣と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

１ 公共交通の整備

２ 商業の振興

３ 農業の振興

４ 道路・河川の整備

５ 財政の健全運営

６  行政が行う施策について不満度を尋ねました
　  （上位回答広告）
６  行政が行う施策について不満度を尋ねました
　  （上位回答項目）

19.8％

19.2％

18.1％

17.9％

18.1％

17.9％

17.3％17.3％

0 10 20 30 40 50

49.0％

50
（％） （％）

８  ゆたかな老後を送るために必要と思うことを
　  尋ねました（上位回答項目）※複数回答可
８  ゆたかな老後を送るために必要と思うことを
　  尋ねました（上位回答項目）※複数回答可

１ 健康に不安がないこと

２ 家族がいること

３ 年金や退職金がもらえること

４ 老人ホームなどの福祉施設
　 が充実していること

５ 病気になったときに世話を
　 してくれる人がいること

0 10 20 30 40 50 60

55.5％

42.8％

34.2％

31.4％

29.2％

55.5％

42.8％

34.2％

31.4％

29.2％

（％）

９  今後参加したい市民活動について尋ねました
　  （上位回答項目）※複数回答可
９  今後参加したい市民活動について尋ねました
　  （上位回答項目）※複数回答可

１ 保健・医療・健康づくり

２ 学校教育・生涯学習

３ スポーツ活動

４ 高齢者・障害者福祉

５ 自然環境保全

（％）
0 10 20 30 40 50

29.7％

23.4％

21.7％

21.2％

17.1％

29.7％

23.4％

21.7％

21.2％

17.1％

１ 医療・福祉サービスの
     充実したまち

２ 高齢者・障害者が安心して
     暮らせるまち

３ 豊かな自然環境に恵まれたまち

４ 少子化対策の充実したまち

５ 買い物などが楽しめる
     商業の盛んなまち

10  将来を望まれるまちについて尋ねました
　  （上位回答項目）※複数回答可
10  将来を望まれるまちについて尋ねました
　  （上位回答項目）※複数回答可

44.0％

40.6％

39.4％

38.8％

44.0％

40.6％

39.4％

38.8％

0 10 20 30 40

７  必要と思う少子化対策を尋ねました
　  （上位回答項目）※複数回答可
７  必要と思う少子化対策を尋ねました
　  （上位回答項目）※複数回答可

１ 子育てをしながら
     気兼ねなく 働ける
     職場環境の整備

２ 安心して子どもを
     育てられる生活
     環境の整備

３ 保育所などの子育て
     支援サービスの充実

４ 子育て世帯に対する
     経済的支援の充実

５ 安定した家庭を築く
     ための就労支援

0 10 20 30 40 50 60 70

65.9％

58.2％

32.0％

28.8％

24.7％

65.9％

58.2％

32.0％

28.8％

24.7％

（％）

（19.8% の方が「不満である」と回答しました）（19.8% の方が「不満である」と回答しました）
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極
的
な
地
域
活
動
を
し
、
規
律
あ
る
団

　

体
行
動
が
で
き
る
方

●
応
募
方
法　

研
修
参
加
申
込
書
と
小
論

　

文（
８
０
０
字
程
度
、
テ
ー
マ「
研
修
成

　

果
を
活
動
に
ど
う
生
か
し
て
い
き
た
い

　

か
」）を
添
え
、政
策
推
進
課
に
提
出
。

※
参
加
申
込
書
は
政
策
推
進
課
に
あ
り
ま

　

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
選
考　

応
募
者
の
中
か
ら
、
小
論
文
と

　

面
接
に
よ
り
選
考（
選
考
日
は
6
月
下

　

旬
予
定
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
市
民
協
働
係

　
　
　
（
２
３
）１
３
８
９

　

市
で
は
、
広
く
国
際
的
視
野
を
持
ち
地

域
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、

「
大
田
原
市
女
性
の
海
外
研
修
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
13
年
、
こ
の
事
業
は
、
市
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
や
多
く
の
女
性
の
熱
意
と

要
望
に
応
え
る
か
た
ち
で
、
一
回
目
の
事

業
と
し
て
10
人
の
女
性
市
民
を
ド
イ
ツ
・

フ
ラ
ン
ス
へ
派
遣
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

「
女
性
自
身
が
変
わ
っ
て
家
族
が
変
わ
る
、

地
域
が
、
ま
ち
が
…
」
地
域
に
し
っ
か
り

と
根
を
は
っ
た
女
性
た
ち
が
変
わ
る
こ
と

が
、
重
要
で
あ
る
と
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
何
よ
り
事
業
を
続
け
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
は
ず
と
い
う
こ
と
で
、
市
は

「
ひ
と
づ
く
り
」
の
大
切
な
事
業
と
し
て
、
こ

の
10
年
の
時
代
の
変
化
を
と
ら
え
な
が
ら

多
く
の
研
修
団
員
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
研
修
修
了
者
は
90
人
と
な
り
、

強
い
絆
が
生
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
・

地
域
で
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
例
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設

を
立
ち
上
げ
た
女
性
が
い
ま
す
。
福
祉
施

設
を
訪
問
し
車
椅
子
磨
き
を
行
う
グ
ル
ー

プ
や
、
道
路
の
里
親
と
し
て
ま
ち
づ
く
り

の
一
端
に
参
画
す
る
グ
ル
ー
プ
も
い
ま
す
。

　

今
、
自
分
に
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か

と
考
え
、
そ
し
て
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

る
、
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
が
出
た

と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
今
回
の
東
日
本
大

震
災
。
避
難
所
で
大
勢
の
学
生
や
地
域
の

方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
走
り
回
る

中
に
、
研
修
に
参
加
し
た
方
々
の
姿
を
見

つ
け
ま
し
た
。

　

研
修
成
果
が
見
え
に
く
い
と
い
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
ら
が
で
き
る

こ
と
を
す
る
、
と
い
う
心
構
え
で
、「
一
人

ひ
と
り
が
主
役
と
な
る
住
み
よ
い
ま
ち
お

お
た
わ
ら
」
づ
く
り
の
た
め
地
域
に
か
か

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
お
母
さ
ん
の
背

中
を
見
つ
め
て
育
つ
家
族
の
方
た
ち
が
、

互
い
へ
の
尊
重
・
感
謝
・
愛
情
を
う
ま
く

表
現
で
き
る
小
さ
な
共
同
参
画
社
会
に
な

り
始
め
て
い
ま
す
。

　

研
修
団
員
の

礒
き
く
い
さ
ん

は
、「
思
い
切
っ

て
伸
ば
し
た
手

の
向
こ
う
に
は
、

み
な
ぎ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
持
っ

た
仲
間
た
ち
の

大
き
な
輪
が
で

き
た
。
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
も
う
一
方
の
手
の
向
こ
う
側

に
い
る
誰
か
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
は

ず
」と
考
え
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
い
ま
す
。

　

農
業
を
営
む
石　

光
江
さ
ん
は
、『
自
分

の
仕
事
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
る
』
と

話
し
て
く
れ
た
ロ
ン
ド
ン
の
保
育
学
校
長

の
こ
と
ば
に
心
を
動
か
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス

で
は
毅
然
と
し
た
態
度
で
活
躍
す
る
日
本

人
女
性
に
出
会
い
、
日
本
人
と
し
て
大
き

な
誇
り
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　

毎
回
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
留
守
家
族
に
成
長
が
み
ら
れ
た

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

震
災
後
の
3
月
28
日
、
日
本
を
、
そ

し
て
大
田
原
市
を
心
配
す
る
心
強
い
励

ま
し
の
手
紙
が
、
遠
く
フ
ラ
ン
ス
の
カ

ヴ
ァ
イ
ヨ
ン
市
か
ら
届
き
ま
し
た
。
カ

ヴ
ァ
イ
ヨ
ン
市
は
、
海
外
研
修
団
員
た

ち
が
毎
回
表
敬
訪
問
を
し
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
と
し
て
交
流
を
深
め
て
い
る
ま

ち
で
す
。
10
年
と
い
う
積
み
重
ね
が
、

こ
の
力
強
い
味
方
を
海
の
向
こ
う
に
も

存
在
さ
せ
て
い
ま
す
。

大
田
原
市
女
性
の
海
外
研
修
事
業

　
〜
海
外
へ
羽
ば
た
く 

女
性
市
民
を
目
指
し
て
〜

大
田
原
市
女
性
の
海
外
研
修
事
業

　
〜
海
外
へ
羽
ば
た
く 

女
性
市
民
を
目
指
し
て
〜

ロンドンの保育学校にて

事
業
の
経
緯

第
９
回
研
修
団
員
の
声

●
派
遣
先　

フ
ラ
ン
ス
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

●
派
遣
期
間　

10
月
４
日
（
火
）
〜
10
月
13

　

日（
木
）ま
で
の
10
日
間

●
派
遣
人
員　

10
名

●
研
修
内
容

・
事
前
研
修

　

第
１
回
７
月
、
第
２
回
８
月（
１
泊
２
日

　

の
宿
泊
研
修
）、第
３
回
９
月

・
現
地
研
修　

訪
問
国
に
お
け
る
施
設
訪

　

問
研
修（
女
性
、
環
境
、
福
祉
、
教
育

　

関
連
）や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

・
事
後
研
修　

報
告
会
、
報
告
書
作
成
な
ど

●
研
修
費　

本
人
負
担　

20
万
円

●
募
集
期
間　

5
月
2
日
（
月
）
〜
6
月

　

3
日（
金
）

●
応
募
資
格　

大
田
原
市
民
で
昭
和
31
年

　

4
月
2
日
か
ら
昭
和
61
年
4
月
1
日
生

　

ま
れ
の
女
性
。た
だ
し
、
学
生
お
よ
び
5

　

年
以
内
に
公
費
に
よ
り
海
外
研
修
に
参

　

加
し
た
方
を
除
く
。

・
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
図
る
た
め
積

【 

お
詫
び
と
訂
正 

】

　

お
お
た
わ
ら
市
男
女
共
同
参
画
広
報
紙

「
ば
ら
ん
す
」
第
30
号（
３
月
15
日
発
行
）

4
ペ
ー
ジ
の
「
大
田
原
市
女
性
の
海
外
研

修
」
の
写
真
の
説
明
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
「
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
の
前

で
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
市
民
協
働
係

　
　
　
（
２
３
）１
３
８
９

共
に
成
長
す
る
家
族

第
10
回
大
田
原
市
女
性
の
海
外
研
修

事
業
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

研
修
後
の
活
動
・
成
果

　

研
修
か
ら
多
く
の
学
び
が
・・・

フ
ラ
ン
ス
・
カ
ヴ
ァ
イ
ヨ
ン
市
と
の
交
流
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市
で
は
、
よ
り
良
い
広
報
紙
作
り
の
た

め
、
毎
年
10
名
の
方
に
「
広
報
モ
ニ
タ
ー
」

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
も
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
か
ら

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●
く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
記
事
は
写

　

真
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
動
き
の
あ
る
良

　

い
表
紙
で
し
た
。親
子
マ
ラ
ソ
ン
で
親

　

よ
り
も
子
ど
も
達
に
余
裕
が
あ
る
表
情

　

で
面
白
か
っ
た
。　   　
（
１
月
15
日
号
）

●「
大
田
原
市
安
全
安
心
メ
ー
ル
」
は
市
の

　

情
報
を
知
る
た
め
に
と
て
も
良
い
方
法

　

だ
と
思
い
ま
し
た
。　   （
２
月
15
日
号
）

●
文
字
が
あ
ま
り
に
も
多
い
と
、
読
む
意

　

欲
が
そ
が
れ
る
と
思
う
の
で
、
短
い
表

　

現
方
法
も
必
要
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
月
１
日
号
）

●「
広
報
お
お
た
わ
ら
」
は
漢
字
が
多
す
ぎ

　

る
よ
う
に
思
う
。　　
　
（
12
月
１
日
号
）

●
マ
ス
の
つ
か
み
ど
り
大
会
の
写
真
は
、

　

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
様
子
が
伝
わ
っ

　

て
き
て
良
い
表
紙
に
な
っ
て
い
る
と
思

　

う
。　　
　
　
　
　
　

（
５
月
15
日
号
）

●
も
し
も
し
市
長
さ
ん
に
使
用
さ
れ
て
い

　

る
津
久
井
市
長
の
顔
写
真
は
、
広
報
紙

　

以
外
の
場
面
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
感

　

じ
が
し
ま
す
。イ
ラ
ス
ト
化
し
て
は
い

　

か
が
で
す
か
。　　
　

   （
８
月
１
日
号
）

●
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
、
も
っ
と
入
れ
て

　

ほ
し
い
で
す
。　　
　
　
（
10
月
15
日
号
）

●
フ
ォ
ト
ス
ケ
ッ
チ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ

　

い
て
は
、
写
真
の
端
が
そ
ろ
っ
た
ほ
う

　

が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
６
月
15
日
号
）

●
全
体
的
に
レ
イ
ア
ウ
ト
が
窮
屈
な
感
じ

　

を
受
け
る
の
で
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た
方

　

が
読
み
や
す
い
。　　

   （
４
月
１
日
号
）

●
フ
ォ
ト
ス
ケ
ッ
チ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、

　

主
要
な
写
真
を
一
枚
大
き
く
取
り
上
げ
、

　

そ
れ
以
外
の
写
真
は
小
さ
く
掲
載
し
た

　

方
が
イ
ン
パ
ク
ト
が
出
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
４
月
15
日
号
）

●「
市
内
サ
ク
ラ
名
所
め
ぐ
り
」
は
良
か
っ

　

た
で
す
。花
に
限
ら
ず
、
同
時
期
の
ほ
か

　

の
様
子
も
並
べ
て
掲
載
す
れ
ば
楽
し
い

　

と
思
い
ま
す
。　　
　

  

（
５
月
１
日
号
）

●
緊
急
健
康
特
集
で
長
期
に
わ
た
り
腎
臓

　

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

　

こ
れ
か
ら
も
ほ
か
の
病
気
を
対
象
に
続

　

け
て
ほ
し
い
で
す
。こ
の
よ
う
な
形
で

　

教
え
て
い
た
だ
く
と
、
予
防
に
努
め
た

　

い
気
持
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
月
15
日
号
）

●
市
バ
ス
の
時
刻
表
が
新
し
く
な
っ
た
時

　

は
、
広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
た
だ
き

　

た
い
で
す
。　　
　

  　

（
12
月
15
日
号
）

●「
も
し
も
し
市
長
さ
ん
」
に
は
、
ど
の
よ

　

う
な
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
、

　

些
細
な
こ
と
で
も
電
話
し
て
も
よ
い
の

　

か
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。質
問
や

　

回
答
の
例
を
掲
載
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
月
15
日
号
）

●「
天
狗
王
国
春
ま
つ
り　

マ
ス
つ
か
み

　

ど
り
大
会
」の
写
真
は
、
子
ど
も
た
ち
の

　

楽
し
い
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
て
よ
か
っ

　

た
。　　
　
　
　
　
　

（
５
月
15
日
号
）

●
市
内
に
分
か
り
に
く
い
彫
刻
が
多
数
あ

　

り
、不
要
な
の
で
は
と
感
じ
て
い
た
が

　
「
彫
刻
周
遊
」
の
よ
う
に
詳
し
く
説
明
し

　

て
い
た
だ
け
る
と
親
し
み
が
わ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
月
１
日
号
）

■
問
い
合
わ
せ

　

秘
書
課
広
報
広
聴
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
０

　

次
の
方
々
が
、
平
成
23
年
４
月
１
日

付
け
で
、
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
民
間
の
有
識
者

の
中
か
ら
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
て
い
る

も
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く
行

政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど

を
お
聴
き
し
て
苦
情
の
解
決
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
意
見
を
も
と

に
行
政
運
営
の
改
善
を
進
め
る
こ
と
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

●
行
政
相
談
委
員

　

吉
川　

恵
造　

氏（
再
任
・
山
の
手
）

　

廣　
　

貞
子　

氏（
再
任
・
元
町
）

　

宮
崎
惠
美
子　

氏（
再
任
・
八
塩
）

　

蜂
巣　

耕
平　

氏（
再
任
・
蛭
田
）

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省
栃
木
行
政
評
価
事
務
所

　

行
政
相
談
課

　
　
　

０
２
８（
６
３
４
）４
６
８
０

　

人
権
擁
護
委
員
は
、国
民
に
保
障
さ
れ

て
い
る
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、自
由
人

権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
の
基
本
的
人
権
が
侵
犯
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
監
視
し
、も
し
こ
れ

が
侵
犯
さ
れ
た
場
合
に
は
、そ
の
救
済
の

た
め
、速
や
か
に
適
切
な
措
置
を
採
る
と

と
も
に
、常
に
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高

揚
に
努
め
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
23
年
４
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、

法
務
大
臣
か
ら
次
の
方
に
人
権
擁
護
委

員
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

雲
井　

定
俊　

氏（
新
任
・
久
野
又
）

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
防
災
係

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
１

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

行
政
相
談
委
員
の
委
嘱

「
広
報
お
お
た
わ
ら
」に
対
す
る

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

記
事
の
内
容
で
、お
気
付
き
の
点
は

あ
り
ま
し
た
か
？

文
章
表
現
で
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
し
た
か
？

写
真
や
デ
ザ
イ
ン
・
レ
イ
ア
ウ
ト
で

お
気
づ
き
の
点
は
あ
り
ま
し
た
か
？

今
後
、広
報
紙
に
ど
の
よ
う
な
記
事

の
掲
載
を
希
望
し
ま
す
か
？

そ
の
他
、お
気
付
き
の
点
が
あ
れ
ば

自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
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皆
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
水
道
メ
ー

タ
ー
は
、
使
用
水
量
を
適
正
か
つ
正
確
に

計
量
す
る
た
め
、
有
効
期
間
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。有
効
期
間
が
満
了
す
る
水
道

メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
交
換

し
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
は
、
本
市
の
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
証
の
写
し
を
携

行
す
る
市
指
定
業
者
が
、
該
当
す
る
方
の

自
宅
や
施
設
を
訪
問
し
て
行
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
　
程　

左
表
の
と
お
り

※
都
合
に
よ
り
地
域
が
一
部
変
更
に
な

　

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
費
　
用　

無
料
。た
だ
し
、一
部
の
修
繕

　

に
は
自
己
負
担
が
必
要
な
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

水
道
課
工
務
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
３

　

東
日
本
大
震
災
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法

な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

市
職
員
を
装
っ
て「
市
役
所
の
ほ
う
か
ら

き
ま
し
た
」と
か
、
市
役
所
か
ら
依
頼
さ
れ

た
な
ど
と
、言
葉
巧
み
に
信
用
さ
せ
て
く
る

業
者
が
訪
問
し
て
き
て
も
安
易
に
信
用
せ

ず
、市
役
所
な
ど
に
必
ず
確
認
を
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

震
災
に
よ
り
、修
理
や
点
検
な
ど
が
必
要

な
場
合
は
、知
り
合
い
や
地
元
の
業
者
な
ど

身
元
の
確
認
が
取
れ
る
と
こ
ろ
に
ご
自
分

で
依
頼
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、訪
問
販
売
の
ほ
か
に
も
義
援
金
の

振
込
を
電
話
で
強
要
す
る
よ
う
な
事
例
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
訪
問
販
売
で
工
事
や
点
検
な
ど

の
契
約
を
し
て
し
ま
っ
て
も
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

不
審
に
思
わ
れ
る
場
合
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
２
３
）６
２
３
６

　

春
の
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、

大
型
バ
イ
ク
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

ま
す
。

●
日
　
時

　

５
月
14
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜

●
行
　
程

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
交
通
対
策
係

　
　
　

(２
３
)８
８
３
２

有
効
期
間
満
了
の

水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま
す

水道メーター交換日程表
●交換時間　午前８時～午後５時

５月中旬
　～６月上旬

６月中旬
　～７月上旬

７月中旬
　～８月上旬

８月中旬
　～９月上旬

９月中旬
　～10月上旬

10月中旬
　～11月上旬

大田原地区：山の手１丁目､住吉町１･２丁目､紫塚
　１･２･３･４丁目､末広１･２丁目､若草１丁目､中
　田原､荒井､岡､今泉､町島､富池､市野沢､練貫､小
　滝､北金丸､南金丸 など
黒羽地区：北滝､須佐木､須賀川､北野上､両郷､寒井､ 
　など

大田原地区：山の手２丁目､城山１・２丁目､元町
　１･２丁目､新富町１･２･３丁目､中央１･２丁目､
　本町１･２丁目､美原１･２･３丁目､浅香１･２丁
　目 など
湯津上地区：狭原､湯津上､佐良土､蛭畑､蛭田 など

大田原地区：奇数月検針口径20mm以上メーター
黒羽地区：黒羽向町､黒羽田町､蜂巣､前田､堀之内 
　など

大田原地区：偶数月検針口径20mm以上メーター

大田原地区：浅香５丁目､上奥沢､奥沢､鹿畑､倉骨､
　北大和久､親園､実取､花園､荻野目､上石上､下石
　上､薄葉､平沢､佐久山
黒羽全地区：口径20mm以上メーター

大田原地区：浅香３･４丁目､若松町､富士見１･２
　丁目､若草２丁目､加治屋､福原､大神､佐久山､藤沢
湯津上全地区：口径20mm以上メーター

実　施　地　区期　　間

交
通
安
全

ハ
ー
レ
ー
パ
レ
ー
ド
開
催

  9:50　道の駅那須与一の郷

  9:53　大豆田交差点　　　

10:00　くらしの館交差点

10:05　堀之内交差点　　　

10:15　ホテル花月交差点　

10:25～10:40
　　　 なかがわ水遊園

11:00　鹿畑交差点

11:05　大田原保健センター前交差点

11:15　稲荷前交差点　　　　

11:20　東武百貨店前交差点　

11:30　大田原保健センター前交差点

11:40　道の駅那須与一の郷

●春の交通安全運動  ハーレーパレード行程●

《
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
情
報
》

震
災
に
便
乗
し
た
訪
問
販
売

な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
の
漏
水
、

水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
合
」へ

●
大
田
原
・
湯
津
上
地
区

　
　

０
９
０
‐
７
２
３
４
‐
４
４
６
２

●
黒
羽
地
区

　
　

０
９
０
‐
２
１
５
７
‐
１
５
１
３
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◆ゆずってほしい

◆ゆずりたい ※有料希望は受け付けません

不用品登録状況（４月13日）

●お母さん・お子さん向け
　ベビーチェア・ベッド
　野崎幼稚園制服
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　机（学童）、炊飯器、スチールベッド

●お母さん・お子さん向け
　チャイルドシート、ベビーベッド、子ども靴
　子ども用マウンテンバイク、布生地
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　和ダンス、ガステーブル、洗濯機、冷蔵庫、掃除機
　炊飯ジャー、扇風機、マッサージチェア、
　アップライトピアノ、ミシン、地デジ対応テレビ
●その他
　女性用衣類、着物一式、毛布、組紐の組台、糸車
　とうみ、毛糸、ぶらさがり健康器、古布

◆ゆずりたい
○不用品は修繕などが不要で再利用できるもの。
○展示できる大きさは概ね、幅および奥行きがそれ
　ぞれ 60 ㎝未満、高さ 2m未満としますが、詳細は
　お問い合わせください。※搬入は各自でお願いし
　ます。

○展示できない大きなものや、持ち込みができない
　方は電話で登録をしてください。
◆ゆずってほしい
○展示してあるものはその場で引き取りができます。
○ゆずってほしい物を直接または電話でご登録ください。
●注意事項
○登録情報が一致した場合は、ゆずりたい方の電話
　番号のみをゆずってほしい方にお教えしますの
　で、その後は当人同士で交渉を行ってください。
○交渉の成立、不成立にかかわらず、結果を報告して
　ください。その報告をもって交渉成立の場合は登
　録内容を抹消します。
○「無償」としますので金品の要求などはしないでく
　ださい。万が一、金銭トラブル等が起きた場合で
　も、取引に関し責任は負いません。
○対象は市内在住の個人としますので事業者や法人
　の利用は固くお断りします。
○登録内容の有効期限は登録した翌月から３カ月と
　し、引き続き登録をしたい場合はその旨ご連絡くだ
　さい。

くらし情報館情報くらし情報館情報

「不用品登録」利用方法
■登録先・問い合わせ
　くらし情報館　　（４７）７３７９
　　管理者　大田原市くらしの会
　　場　所　中央１-２-１４　あらまち蔵屋敷内
　　開館日時
　　　５月２日（月）、７日（土）、９日（月）、11日（水）、13日（金）
　　　     15 日（日）、18日（水）、21日（土）、23日（月）、25日（水）
　　　     27 日（金）、30日（月）
    　いずれも午前10時から午後３時まで

市
営
中
田
原
霊
園

墓
地
使
用
者
募
集

大田原
赤十字病院
(建設中)

富士電機
株式会社
大田原工場

ホテル青木
那須野ヶ原温泉

市営東雲団地

持田製薬工場
株式会社

塩原屋
大田原地区
広域消防組合
消防本部

龍
頭
公
園

大田原
赤十字病院
(建設中)

富士電機
株式会社
大田原工場

ホテル青木
那須野ヶ原温泉

市営東雲団地

持田製薬工場
株式会社

塩原屋
大田原地区
広域消防組合
消防本部

国道
461

内
環
状
北
大
通
り
線

旧東野鉄道線

主
要
地
方
道
大
田
原
芦

国
道
46
1 号

国道
461

内
環
状
北
大
通
り
線

旧東野鉄道線

主
要
地
方
道
大
田
原
芦

国
道
46
1 号龍
城
公
園

市営中田原霊園

市営中田原霊園位置図市営中田原霊園位置図

蛇
尾
川

サンクスサンクス

大田原温泉
龍城苑
大田原温泉
龍城苑

龍
頭
公
園

　

市
で
は
「
市
営
中
田
原
霊
園
」
の
拡
張
整

備
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
墓
地
使
用
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
募
集
区
画
数　

①
和
型
墓
地（
５
㎡
）　

１
6
8
区
画

②
洋
型
Ⅰ（
５
㎡
）　

56
区
画

③
洋
型
Ⅱ（
３
・
４
５
㎡
）　

6
区
画

●
使
用
料
お
よ
び
管
理
料

  《
使
用
料
》

    

和
型
・
洋
型
Ⅰ　

１
区
画
36
万
円

　

洋
型
Ⅱ　
　
　
　

１
区
画
40
万
円

  《
管
理
料
》

　

年
額
５
０
０
０
円（
使
用
許
可
日
の
属

　

す
る
月
か
ら
月
割
で
徴
収
い
た
し
ま
す
。）

●
受
付
期
間
お
よ
び
受
付
場
所

　

５
月
10
日（
火
）〜
31
日（
火
）

　

市
役
所
本
庁
舎
別
棟
１
階  

生
活
環
境
課
内

※
土
・
日
を
除
く

●
受
付
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
時
間
厳
守

●
申
し
込
み
で
き
る
方

　

遺
骨
が
あ
り
埋
葬
す
る
墓
地
が
無
い
方
、

　

も
し
く
は
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の

　

影
響
で
墓
地
が
使
用
で
き
な
く
な
り
、

　

改
葬
の
必
要
が
あ
る
方

※
申
請
書
に
現
在
埋
葬
し
て
い
る
墓
地
管

　

理
者
の
押
印

●
申
し
込
み
資
格

　

次
の
①
と
②
の
両
方
の
条
件
を
満
た
す
方

①
使
用
許
可
申
請
時
に
、
原
則
と
し
て
本
市

　

に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所
を
有
す
る
方

②
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

●
申
し
込
み
方
法

　
「
使
用
許
可
申
請
書
」に
必
要
事
項

　

を
記
載
し
、
押
印
の
う
え
、
受
付
期

　

間
内
に
生
活
環
境
課
に
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
生
活
環
境
課
ま
た
は
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
時
の
注
意
事
項

・
申
し
込
み
は
１
世
帯
に
つ
き
１
区
画
ま
で

・
本
人
ま
た
は
同
居
の
親
族
が
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
方
が
申
し

　

込
む
場
合
は
委
任
状
(任
意
様
式
)が
必

　

要
で
す
。

・
詳
し
く
は
生
活
環
境
課
市
民
生
活
係
ま

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６
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お知らせ

　

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
一
時
見
合

わ
せ
と
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
が
、
安
全

性
上
の
懸
念
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
、

大
田
原
市
で
は
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
、

接
種
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
健
康
危
機
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
７
５

●
日
　
時　

毎
週
月
曜
日　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

●
場
　
所　

佐
良
土
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方
、

　

ま
た
は
高
齢
者
福
祉
に
理
解
が
あ
り
、
一
年

　

間
を
通
じ
て
受
講
で
き
る
20
歳
以
上
の
方
。

●
申
込
期
間　

５
月
９
日（
月
）〜
16
日（
月
）

●
申
込
方
法　

申
込
期
間
内
に
高
齢
い
き
が
い

　

課
、湯
津
上
支
所
総
合
窓
口
課
、黒
羽
支
所
総

　

合
窓
口
課
に
あ
る
申
込
書
で
申
し
込
み
。

※
電
話
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
。結
果
は

　

後
日
通
知
し
ま
す
。詳
し
く
は
左
記
ま

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
い
き
が
い
課
高
齢
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
４
０

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
再
開

「
佐
良
土
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー

陶
芸
講
座
」受
講
生
再
募
集

市民健康診査会場の変更について市民健康診査会場の変更について
●平成23年３月 11 日に発生した、東日本大震災の影響で会場の一部が
　使用不能となったため、下表の★印の健診会場が変更になりました。
　市民の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

■問い合わせ
　健康政策課成人健康係
　　　（２３）７６０１

５月 16 日 ( 月 )
５月 19 日 ( 木 )
５月 21 日 ( 土 )
５月 22 日 ( 日 )
６月１日 ( 水 )
６月３日 ( 金 )
６月４日 ( 土 )
６月 14 日 ( 火 )
６月 17 日 ( 金 )
６月 19 日 ( 日 )
６月 25 日 ( 土 )
６月 26 日 ( 日 )
６月 29 日 ( 水 )
６月 30 日 ( 木 )
７月１日 ( 金 )
７月２日 ( 土 )
７月７日 ( 木 )
７月８日 ( 金 )
７月 10 日 ( 日 )
７月 12 日 ( 火 )
７月 16 日 ( 土 )
７月 21 日 ( 木 )
７月 23 日 ( 土 )
７月 27 日 ( 水 )
７月 30 日 ( 土 )
７月 31 日 ( 日 )
８月１日 ( 月 )
８月２日 ( 火 )
８月３日 ( 水 )
８月７日 ( 日 )
８月８日 ( 月 )
８月 10 日 ( 水 )

大田原東地区公民館
大田原東地区公民館
大田原東地区公民館
大田原東地区公民館
金田北地区公民館
金田北地区公民館
佐良土小学校
大田原東地区公民館
須賀川集会所
蛭田小学校
大田原東地区公民館
大田原東地区公民館
黒羽保健センター
黒羽保健センター
湯津上農村環境改善センター

佐久山小学校
大田原東地区公民館
金田北地区公民館
大田原東地区公民館
金田北地区公民館
大田原東地区公民館
黒羽･川西地区公民館公会堂

大田原東地区公民館
親園中学校
石上小学校
両郷地区公民館
奥沢小学校
佐久山小学校
須賀川集会所
大田原東地区公民館
薄葉小学校
金田北地区公民館

８月 18 日 ( 木 )
８月 20 日 ( 土 )
８月 23 日 ( 火 )
８月 28 日 ( 日 )
８月 29 日 ( 月 )
９月２日 ( 金 )
９月４日 ( 日 )
９月 15 日 ( 木 )
９月 16 日 ( 金 )
９月 17 日 ( 土 )
９月 18 日 ( 日 )
９月 26 日 ( 月 )
９月 28 日 ( 水 )
10 月１日 ( 土 )
10 月５日 ( 水 )
10 月 15 日 ( 土 )
10 月 23 日 ( 日 )
10 月 24 日 ( 月 )
10 月 26 日 ( 水 )
10 月 29 日 ( 土 )
10 月 30 日 ( 日 )
11 月２日 ( 水 )
11 月５日 ( 土 )
11 月６日 ( 日 )
11 月 11 日 ( 金 )
11 月 12 日 ( 土 )
11 月 17 日 ( 木 )
11 月 19 日 ( 土 )
11 月 21 日 ( 月 )
11 月 27 日 ( 日 )
11 月 28 日 ( 月 )
12 月４日 ( 日 )

宇田川小学校
薄葉小学校
親園中学校
薄葉小学校
奥沢小学校
ふれあいの丘
石上小学校
川上健康増進センター
大田原東地区公民館
大田原東地区公民館
薄葉小学校
湯津上農村環境改善センター

奥沢小学校
奥沢小学校
黒羽保健センター
金田北地区公民館
大田原東地区公民館
湯津上農村環境改善センター

両郷地区公民館
黒羽保健センター
宇田川小学校
金田北地区公民館
大田原東地区公民館
大田原東地区公民館
黒羽保健センター
黒羽保健センター
大田原東地区公民館
広域クリーンセンター
大田原東地区公民館
広域クリーンセンター
大田原東地区公民館
大田原東地区公民館

女性の日
女性の日

女性の日
女性の日

日にち 会　　場 備　考 日にち 会　　場 備　考

★
★

★
★

★

★

★

★

★

★

★
★

★
★

★
★

★

★

★
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●
日
　
時

　

５
月
25
日（
水
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
　
所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容　

講
話
・
実
習（
デ
モ
ン
ス
ト

　

レ
ー
シ
ョ
ン
）

●
持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳（
親
子
健
康
手
帳
）

●
日
　
時

　

５
月
20
日（
金
）午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
　
所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容　

講
話
・
集
団
指
導（
親
子
の

　

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
）

●
持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳（
親
子
健
康
手
帳
）

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
母
子
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）８
６
３
４

●
日
　
時　

５
月
24
日
（
火
）
午
前
９
時
30

　

分
〜
11
時
30
分

●
場
　
所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容　
与
一
い
き
い
き
体
操
・
体
力
測
定

■
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
い
き
が
い
課
介
護
予
防
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
１
７

　

介
護
予
防
を
進
め
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

役
と
な
る
「
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
」
を
養
成

し
ま
す
。

　

現
在
２
８
４
名
の
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー

が
、
自
分
自
身
の
介
護
予
防
の
実
践
、
地
域

の
介
護
予
防
事
業
な
ど
で
活
動
中
で
す
。

●
研
修
日
程　

左
表
の
と
お
り

●
開
催
時
間
　

・
第
１
回　

午
前
10
時
〜
正
午

・
第
２
回
以
降　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
開
催
場
所　

国
際
医
療
福
祉
大
学

●
定
　
員　

50
名

●
申
込
期
間　

５
月
10
日（
火
）〜
20
日（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
い
き
が
い
課
介
護
予
防
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
１
７

開講式
老化とは
　「老人のこころとからだの特性」
　　高齢者の特徴とその接し方

介護予防とは
運動について
　「高齢者における運動の効果」

認知症について
　「どんな症状があるの？
　　お年寄りの気持ちは？
　　関わりのコツ」
認知症サポーターについて

口腔ケアについて
　｢なぜ大切か？上手なケアとは」

体力測定
　「自分自身の体力を知ろう」

筋力アップ体操　実技

閉講式　修了証授与

高齢いきがい課
国際医療福祉大学
　医師

高齢いきがい課
国際医療福祉大学
　理学療法士

国際医療福祉大学
　作業療法士

高齢いきがい課

国際医療福祉大学
　言語聴覚士

国際医療福祉大学
　理学療法士

国際医療福祉大学
　理学療法士
高齢いきがい課

５月25日
（水）

６月２日
（木）

６月８日
（水）

６月16日
（木）

６月27日
（月）

７月５日
（火）

１

２

３

４

５

６

回 期　日 研　修　内　容 担当・講師

平成23年度介護予防リーダー養成研修会日程表
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
会
参
加
者
募
集

子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報

子育てサロン
★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場
★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター
★開設時間

■問い合わせ　
　こども課子育て支援係
　　　（２３    ）８９３２

【お願い】施設の利用にあたっては、ケガや事故防止のため、お子
　さんから目を離さないようお願いします。

木曜日
休館：5/5

火･木･金･第２土曜日

火曜日
休館：5/3

子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館)

子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

月･水･金・第４土曜日
休館：5/4

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までのお子さんと保
護者の交流の場です。

就園前のお子さんと保護者が交流を図りな
がら育児相談などを行うための場です。

親子交流の場の提供や子育ての悩みに関す
る相談・適切なアドバイスを行います。
※電話相談も受け付けております。

月・水曜日
休館：5/4

子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)
くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)

毎週
月～金曜日

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

9:00~12:00
13:00~16:00

休館：5/3、5/5

休館：5/3、5/4、
5/5

＜５月１日 ( 日 ) ～５月 31 日（火）＞
保
健
セ
ン
タ
ー
教
室
・
相
談

も
ぐ
も
ぐ
ご
っ
く
ん
教
室

す
く
す
く
教
室

お
た
っ
し
ゃ
ク
ラ
ブ

※

事
前
電
話
予
約

※

事
前
電
話
予
約
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子
ど
も
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
子
ど

も（
０
歳
か
ら
15
歳
到
達
後
、
最
初
の
３
月

31
日
を
迎
え
て
い
な
い
子
ど
も
）を
養
育

し
て
い
て
、
過
去
に
所
得
制
限
に
よ
り
児

童
手
当
を
受
給
で
き
て
い
な
か
っ
た
保
護

者
の
方
や
、
児
童
手
当
が
支
給
停
止
と
な

っ
て
い
た
保
護
者
の
方
で
、
ま
だ
お
手
続

き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
こ
ど
も
課
ま

た
は
各
支
所
の
窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。な
お
、
手
当
は
申
請
日
の
翌
月
か

ら
支
給
に
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方

は
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
３
２

　

上
手
下
手
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
友
達

を
誘
い
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時　

　

５
月
21
日（
土
）　

午
前
８
時
45
分
集
合

※
小
雨
の
場
合
も
集
合
。  

当
日
、
試
合
が

　

で
き
な
い
場
合
は
６
月
５
日
（
日
）
に
延

　

期
。

●
場
　
所　

美
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
参
加
資
格　

　

本
市
在
住
者
の
ペ
ア
で
高
校
生
以
上
。

　

た
だ
し
、高
校
生
の
ペ
ア
は
一
人
の
み

　

が
本
市
在
住
で
あ
れ
ば
可
。

●
募
集
ペ
ア
数　

男
女
と
も
先
着
16
ペ
ア

●
参
加
料

　
（
１
ペ
ア
）　

　

一
般　
　

１
０
０
０
円

　

高
校
生　
　

５
０
０
円

●
申
込
方
法

　

５
月
16
日（
月
）ま
で
に
、
県
北
体
育
館

　

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
参
加
料
を
添

　

え
て
申
し
込
み
。  

定
員
に
な
り
次
第
締

　

め
切
り
。電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
不

　

可
。

●
そ
の
他

・
組
み
合
せ
は
運
営
担
当
に
一
任
願
い
ま

　

す
。

・
参
加
者
全
員
に
賞
品
あ
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

　

大
震
災
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
計
画
停
電

に
よ
り
中
止
し
て
い
ま
し
た
左
記
施
設
の

夜
間
利
用
を
、
５
月
１
日
か
ら
再
開
し
ま

し
た
。

●
夜
間
利
用
再
開
施
設

・
県
北
体
育
館
（
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
・
武

　

道
場
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
・
研
修
室
）

・
第
２
球
場

・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

・
屋
内
温
水
プ
ー
ル

・
黒
羽
体
育
館（
格
技
場
・
会
議
室
）

・
黒
羽
運
動
公
園
（
多
目
的
運
動
場
・

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

・
市
内
小
中
学
校
学
校
開
放
施
設

　
（
こ
の
た
び
の
震
災
の
被
害
を
受
け

　

て
利
用
で
き
な
い
施
設
も
あ
り
ま
す

　

の
で
、
ご
利
用
の
場
合
は
各
学
校
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※
計
画
停
電
の
実
施
状
況
に
よ
り
再
度
利

　

用
制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
県
北
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
・
大
田

　

原
体
育
館
・
武
道
館
・
弓
道
場
・
黒
羽

　

体
育
館
ア
リ
ー
ナ
は
施
設
修
繕
が
終
了

　

す
る
ま
で
、
引
き
続
き
利
用
は
で
き
ま

　

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

　

気
に
な
る
様
子
や
行
動
が
見
ら
れ
る
な

ど
、
心
配
ご
と
の
あ
る
お
子
さ
ま
の
小
・

中
学
校
へ
の
就
学
に
関
す
る
相
談
を
行
い

ま
す
。

　

お
子
さ
ま
が
可
能
性
を
十
分
に
発
揮
し
、

生
き
生
き
と
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
教
育
環
境
が
望
ま
し
い
の
か
、

専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

就
学
時
の
相
談
の
ほ
か
、
特
別
支
援
学

級
や
県
立
盲
・
聾
・
特
別
支
援
学
校
へ
の

転
学
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

●
相
談
日
時

　

６
月
２
日（
木
）　

午
後
１
時
〜
５
時

　

６
月
17
日
（
金
）　

午
前
９
時
〜
正
午　

　

７
月
８
日（
金
）　

午
後
１
時
〜
５
時

　

７
月
26
日（
火
）　

午
前
９
時
〜
正
午

　

８
月
３
日（
水
）　

午
後
１
時
〜
５
時

　

８
月
22
日（
月
）　

午
前
９
時
〜
正
午

　

９
月
６
日（
火
）　

午
後
１
時
〜
５
時

　

９
月
27
日（
火
）　

午
前
９
時
〜
正
午

　

10
月
３
日（
月
）　

午
後
１
時
〜
５
時

　

10
月
19
日（
水
）　

午
前
９
時
〜
正
午

　

11
月
２
日（
水
）　

午
後
１
時
〜
５
時

　

11
月
24
日（
木
）　

午
前
９
時
〜
正
午

　

12
月
８
日（
木
）　

午
後
１
時
〜
５
時

　

12
月
15
日（
木
）　

午
前
９
時
〜
正
午

　

平
成
24
年

　

１
月
13
日（
金
）　

午
後
１
時
〜
５
時

　

１
月
26
日（
木
）　

午
前
９
時
〜
正
午

　

２
月
２
日（
木
）　

午
後
１
時
〜
５
時

　

２
月
21
日（
火
）　

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
　
所　

　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

●
相
談
員

　

大
田
原
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
就

　

学
担
当
者
・
特
別
支
援
教
育
担
当
指
導

　

主
事
・
大
田
原
市
こ
ど
も
課
保
健
師
・

　

心
理
相
談
員
ほ
か

●
申
込
方
法　

　

電
話
で
事
前
に
予
約

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
３

　

こ
ど
も
課
母
子
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）８
６
３
４

子
ど
も
手
当
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

第
19
回
春
季
市
民
テ
ニ
ス

大
会
参
加
者
募
集

体
育
施
設
の
夜
間
利
用
の
再
開

に
つ
い
て

平
成
23
年
度
大
田
原
市
就
学

相
談
会
の
ご
案
内



お知らせ

平成23年５月１日号17

●
開
催
期
間
　
６
月
15
日（
水
）ま
で

●
場
　
所　

栃
木
県
立
博
物
館

●
内
　
容
　
那
珂
川
で
使
用
さ
れ
て
い
る
漁

　

撈
用
具
を
展
示
し
、
那
珂
川
流
域
に
暮
ら

　

す
人
々
の
知
恵
や
工
夫
を
紹
介
し
ま
す
。

●
開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５

　

時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

●
入
館
料
　
大
人
２
５
０
円（
２
０
０
円
）、

　

高
校
・
大
学
生
１
２
０
円（
１
０
０
円
）、

　

中
学
生
以
下
無
料

※（　

）は
団
体
料
金（
20
名
以
上
）

  【
企
画
展
関
連
行
事
】

○
記
念
講
演
会（
要
電
話
予
約
）

　

５
月
３
日（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

○
講
　
座　

投
網
作
り
実
演
・
体
験

　

５
月
５
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３
時

○
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

　
５
月
15
日（
日
）・
６
月
11
日（
土
）

　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
立
博
物
館

　
　

０
２
８（
６
３
４
）１
３
１
１（
代
）

　

平
成
23
年
度
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５

　

月
31
日（
火
）で
す
。納
期
限
ま
で
に
納

　

め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
県
税
事
務
所

　
　

大
田
原
市
中
央
１
‐
９
‐
９

　
　

栃
木
県
那
須
庁
舎
１
階

　
　
　
（
２
３
）４
１
７
１（
代
）

　

県
税
滞
納
の
た
め
差
し
押
さ
え
た
電
話

加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

●
日
　
時　

５
月
20
日（
金
）　

午
前
10
時

●
場
　
所　

栃
木
県
那
須
庁
舎
第
２
会
議
室

　
（
大
田
原
市
中
央
１
‐
９
‐
９
）

●
持
参
す
る
も
の　

現
金
、
印
鑑
、
身
分
証

　

明
書
、委
任
状（
代
理
の
場
合
）

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
県
税
事
務
所
収
税
課

　
　
　
（
２
３
）４
１
７
１

　
「
つ
た
え
よ
う　

み
ど
り
を
そ
だ
て
る　

た

い
せ
つ
さ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
今
年
も

４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
、
春
の
緑
化
運

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
そ
の
一
環
と
し
て
、
家
庭
の
緑
化
を

推
進
す
る
た
め
に
、
次
の
と
お
り
苗
木
の
配
布

会
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は「
緑
の
募
金
」に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時　

５
月
20
日（
金
）午
前
10
時
〜

※（
午
前
９
時
か
ら
整
理
券
を
配
布
）

●
場
　
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘

●
配
布
苗
木

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ

　
（
２
本
組
・
５
０
０
セ
ッ
ト
）

■
問
い
合
わ
せ

　

農
林
整
備
課
林
業
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
１
２
６

　

市
で
は
、
農
業
に
お
け
る
園
芸
振
興
、
産

地
育
成
の
た
め
に
、
市
単
独
補
助
金
と
し

て
購
入
費
や
資
材
費
を
補
助
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
営
農
集
団
協
働
利
用
機
械
導
入

事
業
」補
助
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度

か
ら
は
な
く
な
り
、
農
業
近
代
化
資
金
の

「
農
機
具
等
の
購
入
に
必
要
な
資
金
」
に
関

し
て
の
利
子
補
給
を
新
設
し
ま
し
た
。

●
事
業
内
容　

下
表
の
と
お
り

●
申
請
に
つ
い
て　

施
設
や
機
械
を
導
入

　

す
る
３
カ
月
前
ま
で
に
農
政
課
ま
で
相

　

談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
農
産
園
芸
係

　
　
　
（
２
３
）８
２
９
２

栃
木
県
立
博
物
館
春
季
企
画
展

「
那
珂
川
の
漁
撈
用
具
〜

人
と
魚
の
知
恵
く
ら
べ
〜
」

大
田
原
県
税
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

電
話
加
入
権
を
公
売

昨年の苗木配布会

苗
木
を
さ
し
あ
げ
ま
す

農
業
者
・
農
業
生
産
組
織
な
ど
の

皆
様
へ
平
成
23
年
度
市
単
独
補

助
金
の
案
内

事業名 事業内容 補助金額 補助対象

保冷庫購入事業

園芸拡大支援事業

アスパラガス生産
拡大支援事業

園芸用保冷庫（1.5 坪）
購入費補助

園芸用パイプハウス
資材費補助
330 ～ 1,000 ㎡

アスパラガス種子および
苗購入費補助（10ａ以上作付）

３分の１以内
（12 万円上限）

３分の１以内
（１㎡あたりの上限あり）

３分の１以内

個人･生産組織など

個人･生産組織など

個人･生産組織など

○市単独補助金事業内容

農機具などの購入に必要な資金 １％以内 ５年以内
事　業　名 利子補給率 利子補給率

○農業近代化資金（農機具などの購入に必要な資金）利子補給補助金
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お知らせ

大田原市農業公社大田原市農業公社 農業体験参加者募集農業体験参加者募集
　（財）大田原市農業公社では、農業体験事業として次の農業体験を実施します。
ぜひご参加ください。

○今後、受付開始日に合わせ、あらためて募集の受け付けを
　お知らせします。
○定員になり次第締め切りますので、ご了承ください。
○内容の詳細などについては、後日参加者に連絡します。

内　容 募集
人数

参加
費用 体験場所 受付

開始日　時

６月４日(土)
午前９時～

６月 19 日(日)
午後１時～

７月 10 日(日)
午後１時～

７月 30 日(土)
午後１時～

８月７日(日)
午前９時～

８月７日(日)
午後１時～

10 月 16 日(日)
午後１時～

11 月 20 日(日)
午前９時～

11 月 27 日(日)
午前９時～

12 月４日(日)
午前９時～

12 月４日(日)
午後１時～

12 月９日(金)
午前９時～

12 月９日(金)
午後１時～

12 月 11 日(日)
午後１時～

１月 15 日(日)
午後１時～

２月 12 日(日)
午後１時～

５月２日
　(月)～

７月１日
　(金)～

９月１日
　(木)～

11 月１日
　(火)～

12 月１日
　(木)～

大田原市湯津上
湯津上農村環境改善センター

大田原市須賀川

大田原市倉骨・狭原

湯津上農村環境改善センター

大田原市佐良土
佐良土多目的交流センター

大田原市佐良土
佐良土多目的交流センター

大田原市須賀川出張所

大田原市片田
湯津上農村環境改善センター

道の駅那須与一の郷

道の駅那須与一の郷

道の駅那須与一の郷

道の駅那須与一の郷

大田原市片府田

湯津上農村環境改善センター

大田原市片府田

湯津上農村環境改善センター

30 人

20 人

20 人

20 人

15 人

15 人

20 人

20 人

100 人

15 人

15 人

20 人

20 人

20 人

20 人

20 人

500 円

1,000 円

500 円

1,000 円

1,000 円

1,000 円

1,000 円

500 円

500 円

1,000 円

1,000 円

1,000 円

1,000 円

500 円

500 円

1,500 円

枝豆･トウモロコシ収穫

梅の実収穫･梅干し漬け

田舎饅頭作り

ブルーベリー収穫･
ジャム作り

ブルーベリー収穫･
ジャム作り

さつま芋堀り･
栗きんとん作り

そば打ち

そば打ち

こんにゃく作り

人参収穫

フラワーアレンジメント

フラワーアレンジメント

味噌づくり

納豆作り･豆腐作り

はりはり漬け･
おから作り

お茶摘み

■申し込み・問い合わせ
　財団法人大田原市農業公社
　大田原市湯津上 5-1081
　湯津上支所総合窓口課取次ぎ
　　　（９８）２１１１
　　　（９８）２７２１
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図書館・統計

http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

図書館のホームページ上で蔵書の予約ができます。
詳しくは、各図書館までお問い合わせください。

　男　　３７,３２０人
　女　　３７,８３７人
　計　　７５,１５７人
世帯数　２６,８９０世帯

住民基本台帳人口＋外国人数

統計調査に基づく人口

３月中の異動(住民基本台帳による)

◆人口の動き(４月１日現在)

　男　　３９,２８２人
　女　　３７,９３５人
　計　　７７,２１７人
世帯数　２８,０４４世帯

転入 444 人   転出 539 人 
出生   55 人   死亡   77 人

救急車の適正利用に
　　　　　ご協力ください

[ 救急出場件数 ]

３件
１件
３件
７件

４件
３件
４件
１１件

１５,６９９千円
２１,７５５千円

◆火災･救急３月分
[火災発生件数 ]

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)

(　　　   　  　　　　  )

建　物
林　野
その他
　計　
損害額

６５件
４３１件
２０３件

　　　　　　　　６９９件

１８件
１５２件
７２件
 ２４２件

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

交 通
急 病
その他
　計　

◆交通事故 ３月分
５１件
０人
６２人
４８２件

１４件
０人
１８人
 １５８件

(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

人身事故
死　者
負傷者
物件事故

火災発生時の情報をお知らせします
消防署テレフォンサービス消防署テレフォンサービス

もしもし 市長さんもしもし 市長さんもしもし 市長さん

※住民基本台帳人口
　日本国籍を有する者で、国内の
市町村に住所を定めている者とし
て、当該市町村の住民基本台帳に
記載されている者の数およびそれ
らの者が構成している世帯の数。
※統計調査に基づく人口
　国勢調査を基に推計した人口。

※「交通事故｣  ｢火災・救急｣
　の(   )内の数字は、平成23
　年１月からの累計です。

●日　時　５月８日(日)、15日(日)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階  児童クラブ室　
●出　演　ピノキオ会員のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ、 紙しばい、工作 など

ピノキオおはなし会
(23)4560 開館  平　日 9:30～18:30

時間  土日祝 9:30～17:30

(59)0855 開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

●日　時　５月14日(土) 　午後２時～３時
●会　場　１階  児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク、紙しばい、工作 など

こどものつどい

●日　時　５月８日(日) 　午前11時～11時45分
●会　場　黒羽図書館２階  視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ、紙しばい など

コアラおはなし会

開館  平　日 9:00～17:00
時間  土日祝 9:00～17:00(98)7037

◎５月１日（日）から平日の開館時間が変更になります。
　大田原図書館・黒羽図書館　平日 9：30～18：30
◎５月１日（日）から平日の開館時間が変更になります。
　大田原図書館・黒羽図書館　平日 9：30～18：30

５月の図書館カレンダー５月の図書館カレンダー

水
４
11
18
25

木
５
12
19
26

日
１
８
15
22
29

火
３
10
17
24
31

土
７
14
21
28

月
２
９
16
23
30

金
６
13
20
27

★
湯
津
上
庁
舎
図
書
室

★
大
田
原
図
書
館

★
湯
津
上
庁
舎
図
書
室

★
大
田
原
図
書
館

★
黒
羽
図
書
館

★
黒
羽
図
書
館

休館日 休館日

水
４
11
18
25

木
５
12
19
26

日
１
８
15
22
29

火
３
10
17
24
31

土
７
14
21
28

月
２
９
16
23
30

金
６
13
20
27

6,476人(540人)

1,307人(109人)

2,864人(239人)

566人(  47人) 2,253冊

2,429点

591点

入 館 者(1日平均) 個人貸出利用者数(1日平均)

12,689冊
本 CD･ビデオ
貸 出 点 数種 別

施設区分

大田原

黒　羽
410人( 34人) 68人(    6人) 172冊湯津上

３
月
の
統
計 21点

お気軽に
お電話ください

●日　　時　５月18日(水)  午前９時30分～10時30分
●電話番号　０１２０ －１８８９１１
　　　　　　(フリーダイヤル・固定電話専用)
※指定日時以外および携帯電話からのお電話は随時秘書課でお受けします。
　

　津久井市長が、皆さんからのご意見・ご要望をお聞きします。

■問い合わせ　秘書課広報広聴係　　(２３)８７００



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
月
一
回
、
黒
羽
芭
蕉

の
館
の
催
し
物
や
収
蔵
・
展
示
資
料
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

黒
羽
芭
蕉
の
館
だ
よ
り
③

黒
羽
芭
蕉
の
館
だ
よ
り
③
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芭蕉の館・彫刻周遊

　

松
尾
芭
蕉（
１
６
４
４
〜
９
４
）の
お
も

か
げ
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
は
、
画
像
や

木
像
・
塑
像
・
陶
像
が
あ
り
ま
す
。俳
諧

の
世
界
に
お
け
る
芭
蕉
は
、
す
で
に
江
戸

時
代
か
ら
偶
像
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
た

の
で
、
芭
蕉
を
描
き
象
っ
た
画
像
・
木
像

な
ど
は
多
数
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。た
だ
し
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
に
つ
い
て
は
、
芭
蕉
の
死

後
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、「
奥
の
細
道
行

脚
之
図
」は
、
門
人
の
森
川
許
六
が
元
禄
６

年（
１
６
９
３
）春
に
芭
蕉
と
曾
良
の
『
お

く
の
ほ
そ
道
』
の
旅
姿
を
描
い
た
作
品
な

の
で
す
。つ
ま
り
芭
蕉
の
生
前
に
門
人
に

よ
っ
て
描
か
れ
た
芭
蕉
お
よ
び
曾
良
の
画

像
で
、
二
人
の
真
の
姿
に
迫
る
肖
像
画
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

森
川
許
六（
１
６
５
６
〜
１
７
１
５
）は

彦
根
藩
士
で
、
名
は
百
仲
、
通
称
五
助
と
い

い
ま
し
た
。許
六
は
俳
号
で
す
。彼
は
は
じ

め
絵
画
を
狩
野
派
に
学
び
、
漢
詩
に
親
し

ん
で
い
ま
し
た
が
、元
禄
２
年（
１
６
８

９
）ご
ろ
か
ら
蕉
門
に
接
近
し
ま
す
。元
禄

５
年
秋
、
官
命
に
よ
り
江
戸
に
下
っ
た
際

に
芭
蕉
と
対
面
し
、
師
弟
の
契
り
を
結
ぶ

と
こ
ろ
と
な
り
、
翌
年
夏
ま
で
俳
諧
の
指

導
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。本
作
品

は
、
ま
さ
に
許
六
が
江
戸
に
滞
在
し
て
、
芭

蕉
に
接
し
て
い
た
時
に
描
か
れ
た
迫
真
の

肖
像
画
な
の
で
す
。

　

本
作
品
に
描
か
れ
る
芭
蕉
は
、
茶
人
帽

や
宗
匠
帽
と
も
呼
ば
れ
る
黒
い
頭
巾
を
か

ぶ
り
、
法
体
姿
で
草
鞋
を
は
き
、
笠
を
手
に

し
て
、
杖
を
つ
い
て
い
ま
す
。大
き
な
耳
と

ふ
く
よ
か
な
頬
の
肉
付
き
が
印
象
的
で

す
。

　

芭
蕉
の
後
ろ
に
描
か
れ
る
曾
良
は
、
芭

蕉
よ
り
５
歳
年
下
で
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』

の
旅
に
随
行
し
た
こ
と
で
有
名
で
す
。芭

蕉
同
様
法
体
姿
で
、
笠
を
か
ぶ
り
、
頭
陀
袋

と
包
み
を
振
り
分
け
に
肩
に
し
て
い
ま

す
。

　

本
作
品
の
原
本
は
、
天
理
図
書
館（
奈
良

県
）に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
黒
羽
芭
蕉
の
館

の
芭
蕉
展
示
室
で
は
、
そ
の
レ
プ
リ
カ（
複

製
）を
展
示
し
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
３
月

11
日
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、

４
月
15
日
現
在
、
当
館
は
休
館
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
館　
　
（
５
４
）４
１
５
１

松
尾
芭
蕉
の
画
像

あ
ん

そ　

ら

も
も
な
か

し
ょ
う
も
ん

ち
ゃ
じ
ん

ず   

き
ん

そ
う
し
ょ
うほ

っ
た
い

つ
え

ず 

だ 

ぶ
く
ろ

わ 

ら 

じ

か 

の 

う

き
ょ 

り
く

奥の細道行脚之図（レプリカ）奥の細道行脚之図（レプリカ）

ぎ
ゃ

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

８

■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

　那須野が原ハーモニーホールの南側にある芝
生広場のほぼ中央に、白い球体と王冠のような
形をした１組の彫刻作品があります。それはま
た、水滴が水面に落ちる瞬間を超高速で撮影し
たような作品にも見えます。

　　　　　　　　　　　作者は、「一滴の滴が落
　　　　　　　　　　ちた様」、すなわち王冠あ
　　　　　　　　　　るいは花弁のように広が
　　　　　　　　　　った姿を「何かが終わっ
　　　　　　　　　　た、無くなったもの」と　
　　　　　　　　　　し、また、「水の波紋から
突き出る一滴」、すなわち球体が飛び出すような
姿は「何かが始まる、生まれるもの」として表現
しようと試みたと言います。
　作者は大成哲氏。東京都生まれで、日本大学
芸術学部美術学科を卒業後、チェコ共和国に政
府国費留学となり、その後東京藝術大学大学院
を卒業。日本のみならずルーマニア、チェコ、
ドイツ、オーストリ
アなど世界各地で活
動しています。また、
制作の幅も石彫や木
彫をはじめ、ガラス、
フィルムなど多岐に
わたっており、精力
的に創作活動を行っ
ています。

如（にょ） 大成　哲（東京都）2009年
おお なり　　 てつ

那須野が原ハーモニーホール

第１
駐車場

第２駐車場
臨時
駐車場

設置場所案内図（★印）

大
ホール

小
ホール入口★

ギャラリーギャラリー

大成　哲  氏大成　哲  氏



ハーモニーホール
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友の会優先電話予約  　　５月26日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  ５月28日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ５月30日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

日時・会場 ８月27日(土)

●クラシック・サマーシリーズ⑦
　ブラス・ファンタジスタ金管アンサンブル
　～清流をブラスにのせて～

●クラシック・サマーシリーズ⑦
　ブラス・ファンタジスタ金管アンサンブル
　～清流をブラスにのせて～

大人  1,300円(友の会  1,200円)
学生  500円　

チ ケ ッ ト
全 席 自 由

午後３時開演／大ホール

●共演　大田原市立湯津上中学校吹奏学部
※入場は就学児以上とさせていただきます。
※友の会招待事業

●期日・時間　６月４日（土）～6月1２日（日）
　　　　　　　午前９時～午後５時
●会　場　第１・２ ｷﾞｬﾗﾘｰ
●入場料　200円（学生以下無料）
●出品者　６部門44人（出品点数・予定60点）
《 版   画 》     相澤弘邦、郡司伸一、綱川秀人
《 彫   刻 》     飯村直久、石川     隆、戸津   侃、日原公大
　　　　     福田順忠、松原     賢
《               》     川上鳴石、酒井真沙、酒井導子、長嶋石城
　    　　      村田幽香、室井池水、横田蘭花
《 工   芸 》     磯飛節子、井出     賢、小沼重信、勝城蒼鳳
　　　　     佐川素峯、佐竹良幸、鈴木葉子、日原悠子
　　　　     福田高央
《日本画》     笹沼恭欣、佐藤孝義、關山公彦
　　　　     長谷川万秩子、増渕修一
《 洋   画 》     安藤幸子、市川     六、猪瀬辰男、菊岡政明
　　　　     後藤英雄、斉藤勝美、関口聖子、高橋     務
　　　　     戸辺裕子、豊島和子、豊島弘尚、橋本冨尾
　　　　     星　     功、吉城     弘

★出品作家によるアートガイドを開催
※出品作家の来館日は当ホールまでお問い合わせください。
【アート体験教室】　
●日　時　６月11日（土）午後２時　
●場　所　交流ホール
●内　容・講師　写仏　佐藤孝義
●参加資格　高校生以上　申込先着20名
●申込受付　５月28日（土）午前９時から　
　　　　　　ホール事務室にて
●参加費　1,000円
●各自持参するもの　面相筆、彩色筆、墨、すずり
　

●第１６回原野展
　～那須野が原の作家たちは今～
●第１６回原野展
　～那須野が原の作家たちは今～

〈原野展・イベント参加者募集〉〈原野展・イベント参加者募集〉

チケット好評発売中!チケット好評発売中!

●森昌子ふるさとコンサート
　～春夏秋冬こころのうた～　
●森昌子ふるさとコンサート
　～春夏秋冬こころのうた～　

5,000円
(友の会  4,500円)　

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

日時・会場
11月23(水・祝)/大ホール
午後６時開演

●共演　那須野が原少年少女合唱団
●予定曲目　♪せんせい、♪おかあさん
　　　　　　♪ふるさと、♪秋桜　ほか

※入場は就学児以上とさせていただきます。

●バンド結成50周年祭りコンサート
　寺内タケシとブルージーンズ
●バンド結成50周年祭りコンサート
　寺内タケシとブルージーンズ

5,000円
(友の会  4,500円)　

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

日時・会場 ６月18日(土)/小ホール
午後６時開演

●共演　レッド・ラビッツ（地元エレキバンド）
●予定曲目　♪夜空の星、♪慕情、♪運命

※入場は就学児以上とさせていただきます。

●植村花菜Acoustic Live Tour　2011
　あなたの街におジャマします
●植村花菜Acoustic Live Tour　2011
　あなたの街におジャマします

日時・会場

６月19日(日)

4,200円
(友の会  3,800円)　

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

午後６時開演
小ホール

※４歳以上有料。

※下記公演は地震の影響で日程や会場が変更になりました。

●うたもいっぱい！つくってあそぼショー●うたもいっぱい！つくってあそぼショー

大人1,500円(友の会  1,400円)
子ども500円(３歳～小学生)　

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

日時・会場 ５月22日(日)/小ホール
２回公演①午後１時30分開演
　　　　②午後３時30分開演

※3歳未満のお子様は保護者1名につき、1名までは
　膝上での鑑賞は無料。ただし席が必要な場合は有料。

書

植村花菜

※延期になりました。

◆チケットの予約・販売のお知らせ　東日本大震災後、販売を中止し予約のみの受付をしておりましたが、販売を再
　開いたしました。チケットをご予約されているお客様は、お手数ですが引換をお願いいたします。
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本庁舎

市総合文化会館

東別館

大田原地域職業
訓練センター
大田原地域職業
訓練センター

××
×

××
× ★★

★★

議
会
棟

南
別
館

大田原体育館大田原体育館

別棟

東日本大震災による庁舎損壊にともない、窓口の場所を変更し、大変ご不便をおかけしております。
市民の皆さまの利便性や事務の効率化のため、再度配置を検討し、５月２日(月)から次のとおり変更
することとしました。ご不便をおかけいたしますが、ご理解、ご協力をお願いします。
※場所変更部署は赤字

５月２日（月）から市役所の配置が変更になります５月２日（月）から市役所の配置が変更になります

◎政策推進課 　  (23)8701
◎行政経営課 　  (23)8766
◎秘書課　　　   (23)8700

職業訓練センター
▶２階
◎税務課　　 　(23)8785
◎収納対策課 　(23)8639
◎会計課　　 　(23)8722
◎足利銀行 　　
◎検査課 　　　(23)8189

南別館

議会棟１階
▶第２会議室
◎議事課
　　 (23)8714

▶３階
◎農政課
　　 (23)8708
◎農林整備課
　　 (23)8126
▶２階
◎商工観光課
　　 (23)8709
◎
　　 (23)1916
▶１階
◎総務課
　　 (23)8702
　災害対策本部
　　 (23)1111
◎文化振興課
　(文化会館係)
　　 (22)4148

総合文化会館

◎道路建設課　 (23)8710
◎道路維持課 　(23)8717
◎都市計画課 　(23)8711
◎建築住宅課 　(23)8724

本庁舎 ( 北側 )２階
外階段で２階へお入りください

◎行政経営課 　(23)8959　　 
　(情報管理係)

本庁舎 ( 北側 )１階

◎財政課　　　　　 (23)8797
外階段で２階へお入りください
本庁舎別棟２階

◎生活環境課 　　　 (23)8706　　　　　　
本庁舎別棟１階

東別館
▶２階
◎健康政策課　　　 (23)8704
◎こども課　　　　 (23)8932
▶１階
◎福祉課　　　　　 (23)8707
◎高齢いきがい課　 (23)8740
◎国保年金課　 　　(23)8792 
◎市民課                          (23)8705                            

庁舎損壊のため１階
には入れません
　　進入禁止
　　出入口
　　案内係

×

★★

（市営バス回数券・定期券販売）
販売時間 9:00 ～ 17:00

両郷出張所
◎管理課　　(59)0111

◎黒羽支所管理課　　 　　(54)1111
◎　  〃    　総合窓口課　　(54)1112

黒羽庁舎
◎湯津上支所総合窓口課 　 (98)2111
◎教育総務課　 　　(98)7111
◎学校教育課 　　　(98)7114
◎生涯学習課　 　　(98)7115
◎中央公民館　 　　(98)7080
◎選挙管理委員会 　(98)3767
◎農業委員会　 　　(98)3764
◎農業公社　　 　　(98)3768

湯津上庁舎
◎水道課　　 　(23)8713
◎下水道課　　 (23)8712

水道庁舎

◎大田原西地区公民館
　　　　　　 　(23)8719

勤労者総合福祉センター

須賀川出張所
◎管理課　　(57)0111

まちづくり推進課
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